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（別記様式） 

議 会 報 告 会 実 施 報 告 書 

 

実 施 日 令和 元年 ５月 ２０日 開催時間 19 時 00 分 ～20 時 30 分 

実 施 場 所 中伊豆ふれあいプラザ 多目的研修室 参加者数   ４名 

担当班 

（ １ 班） 

星 谷 和 馬 波多野 靖明 鈴 木 正 人 三 田 忠 男 

青 木  靖 永 岡 康 司 森  良 雄 木 村 建 一 

報 告 内 容 

○平成 31 年度一般会計予算概要説明 

 予算総額 178 億 9,900 万円（前年比 10 億 7,900 万円増） 

【主な事業】 

 ・東京 2020 オリンピックパラリンピック関連事業 

 ・月ヶ瀬ＩＣ 道の駅整備事業 

 ・牧之郷駅周辺整備事業 

 ・新中学校整備事業 

○常任委員会活動報告 

・予算審査の流れ 

 ・審査した主な事業 

 ・主な審査内容 

 ・主な討論、採決結果 

質 問 内 容 

Q. 矢熊筏場線は中伊豆だけの問題ではないはず 伊豆市全体の問題と

して考えているのか 

A. 伊豆半島の道路ネットワーク構想のなかで主要路線として整備する

方針 市で整備した続きを県が整備する方向で調整している 

Q.  現在中学校にエアコンを付けているが、新中学校ができていれば不

要だったはず 無駄にならないようなやり方がなぜ出来なかったのか 

A.  統合になっても エアコンが無駄にならないように 他の施設に 

 転用する予定になっている 

 

 

 

 

参加者意見 

 

 

 

・出生数を増加させるために 出産・育児の支援策が必要 

・子育て・教育に もっと経済的支援を 親の負担が大変 

・みんなで子育てをフォローする雰囲気がほしい 

・高校入学時など利便性を求めて 職場近くに転出が続いている 

・地域としてまとまり子育てのしやすい環境を作り 若者の支援を継続

していくことが大事 そうしないと若者は出て行ってしまう 

・新中学校を早く見える形にしたい 新しい学校は子供たちの夢 

・姫之湯、貴僧坊に通学バスが来ていない 合併時の約束と違う 
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参加者意見 

・議会で「地域交通を考える会」を作ってほしい 今の地域交通会議で

は市民の代表が意見を言えない 報告を聞くだけ 

・地域づくり協議会でコミュニティ交通できないか ゴルフ場カートの

ような小型で低速のスローモビリティの事例もある 

・地域づくり交付金は使い勝手が悪い 思い切った使い方はどうか 

・圃場整備から 10 年たったが 家が建てられない  

・新婚世帯に分譲地を 家を建てる場所がない 

・市内で一番従業員の多い市役所の職員が子供の出産に貢献してほしい 

・防災計画、災害対応を考えても 市職員は近くに住んでほしい 

・消防団員が減少している 自分たちのまちは自分たちで守るしかない 

・今の市役所の職員は仕事が忙しすぎるのではないか 

・農業の後継者を育てる方法を考える必要がある グリーンツーリズム

では後継者は育たない 子供を田植え機に乗せるような体験の場を 

・森林整備事業として 休耕田等を利用して苗木を植えたらどうか 

・職場の拡大、働く場所を増やす努力を 

・市内体育館の使用料が高い 使える程度の金額にならないのか 

・広域でのスポーツの大会を行える広い施設が伊豆市には無い 

・議会での議員の発言が事実と異なることがある 慎重な発言を心掛け

るべき インターネット生中継されていることを忘れるな 

・今ある問題をひとつずつ解決していってほしい 

・あらの探しあいばかりするのはやめてほしい 

備 考 欄 
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（別記様式） 

議 会 報 告 会 実 施 報 告 書 

 

実 施 日 令和 元年 ５月２１日 開催時間 19 時 00 分 ～20 時 30 分 

実 施 場 所 天城支所 ２階 多目的ホール 参加者数      ８名 

担当班 

（２班） 

下山 祥二 山口  繁 間野みどり 杉山 武司 

小長谷順二 小長谷朗夫  西島 信也 杉山  誠 

報 告 内 容 

○平成 31 年度一般会計予算概要説明 

 予算総額 178 億 9,900 万円（前年比 10 億 7,900 万円増） 

【主な事業】 

 ・東京 2020 オリンピックパラリンピック関連事業 

 ・月ヶ瀬ＩＣ 道の駅整備事業 

 ・牧之郷駅周辺整備事業 

 ・新中学校整備事業 

○常任委員会活動報告 

・予算審査の流れ 

 ・審査した主な事業 

 ・主な審査内容 

 ・主な討論、採決結果 

質 問 内 容 

Q.８名の参加を議会としてどう思うか？ 

 １８０億の予算に対して、１５分の質疑時間はあまりにも短いがどう

思うか？ 

A. 個人の意見を述べる場ではない、ご意見は承っておく 

ワークショップの時間を１０分延ばして意見交換の時間を長くした 

Q. 人口減少対策について議会として話し合っているか？ 

A. 伊豆市は平成２１年に人口減少による危機宣言を発した、その後移住

定住政策を進めている。議会としても行政視察から先進施策を参考に

行政に提言していく、また何人もの議員が一般質問で質している 

Q.IT 企業誘致に４年間で７千万円支出しているが土肥の１社だけで企

業誘致はどうなっているか？議会の皆さん方はどう考えているか？ 

A.行政の回答は元狩野幼稚園については、現在募集要項を作成中で、 

８月には決定したいといっている 

Q.天城支所の移転はラスクの工場拡張の要請で急ぐという説明だったが 

 キッズルームと体験教室しか出来ていないがどう考えますか？ 

A.汎用機械ではなく、特注であり何ヶ月もかかると想像している 
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参加者意見 別紙に記入 

備 考 欄 
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別 紙 

グループ１ 

・若者の定住がないと人口減少になる 若者が定住出来ないのはなぜか 

・このまま人口が減少していけば伊豆市は消えてしまう 

・人口減少を前提とした政策を立てるべき 

・地域の拠点をつくる 

・少子化により学校がなくなり人が出て行く 

・少子化だけでなく高齢者が多くなる 

・若い人をどうやって増やすかかんがえて 

・若い人が稼いで税金を払うべき 

・公園を造っても他の人は来ない 

Q. 小学校は使っている？どのような人数が利用しているか調べて 

A. 地域づくりの人が３００人利用している 

・天城会館の活用は？これからの利用について 

・１８０億円規模は大きすぎる 小都市平均の７倍です 

・金の使い方が違っていた。無駄使いはダメ 

・現状に合わせた行政にしていってほしい 

・借金は稼いで返せ 

・工業団地 

・狩野幼稚園の企業誘致は１社でも２社でも来なかった時は業務委託は払

うの 

・道の駅は盛り上がっていたのに知らないうちに外部の人が来た 

・道の駅について ３月２９日の東京タカラ？ 

・道の駅天城越えと月ヶ瀬では市の考えに差がある。条件に差がある。 

・道の駅天城越えの売り上げが減っている 

・報告会で自分の意見が言えないのはおかしい 

・決まった事には反対しない 不公平  

グループ２ 

・ある程度の人口減少を止めることは可能である 学校があればでかい 

・ひとり親政策は旅館に限定すると無理（住宅保障があっても） 

・住みやすい伊豆市を考えてくれる若いひとが増えるといい 

・わさび農家の後継者しか残らない。産業が関係している 

・茅野地区で残るのはわさび農家だけ 働き場所がない 

・ひとり親が移住してきても市外から来るとなじめない難しさがある 

・企業誘致は日向・加殿地区を考えて人口減少対策にして 

・東京ラスクのキッズルーム。ラスク作り体験教室は市外の友達も満足し

てくれる 

・公園の要望は広くなくても遊具の充実を考慮してほしい 
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・月ヶ瀬の道の駅の水際公園に大いに・期待しているが、遊具がないなら事

前に周知徹底しないとみんなガッカリしてしまうかも 

・天城支所の芝生広場も子育てに良い環境です 

・母親が忙しくて集う場所があっても行けない現実がある 

・買い物は地元の宿の商店を利用している 

・生協を利用している 

・こどもの時の経験が将来に影響する 

・子どもたちの遊び場が必要 

・旧湯ヶ島小学校跡地の一連の施設は助かっている。こどもの交流にも 

・図書館に幼児が過ごせるスペースがあればいい 

・デマンド社会実験との関係、路線バスの復活（不便さ不自由さの解消） 

・｢お出かけ天城｣デマンドを仕掛けた路線バスが、今は長野から天城小ま

で復活した。 

・天城小の下校時、１５：００の回送バスを路線バスに（市として） 

・病院の送迎車両を利用している人も多い 

・中島病院の小児科は大変助かっている 
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（別記様式） 

議 会 報 告 会 実 施 報 告 書 

 

実 施 日 令和 元年 ５月 ２３日 開催時間 19 時 00 分 ～20 時 30 分 

実 施 場 所 土肥支所 4 階 第 1・2 集会室 参加者数   ３１名 

担当班 

（ １ 班） 

星 谷 和 馬 波多野 靖明 鈴 木 正 人 三 田 忠 男 

青 木   靖 永 岡 康 司 森  良 雄 木 村 建 一 

報 告 内 容 

○平成 31 年度一般会計予算概要説明 

 予算総額 178 億 9,900 万円（前年比 10 億 7,900 万円増） 

【主な事業】 

 ・東京 2020 オリンピックパラリンピック関連事業 

 ・月ヶ瀬ＩＣ 道の駅整備事業 

 ・牧之郷駅周辺整備事業 

 ・新中学校整備事業 

○常任委員会活動報告 

・予算審査の流れ 

 ・審査した主な事業 

 ・主な審査内容 

 ・主な討論、採決結果 

質 問 内 容 

Q.  新ごみ処理施設について、議会で話し合っていないのか 

A.  両市で 4 人ずつ議員を出して一部事務組合議会で議論しています 

Q. 中伊豆・天城の議会報告会で参加人数が少ないのは PR 不足では 

  議会は市民の声を聞くため 30 人位は集める努力をするべきでは 

A.  今回の反省を次回に活かしたい 

 

 

 

 

 

参加者意見 

 

 

 

 

 

・人口減少、少子高齢化で税収減収になり、市の財政が大丈夫なのか 

・税収が減る今後の伊豆市の構想や財政バランスを説明してほしい 

・これから作る新しい建物は、更なる合併で要らなくなるのでは 

・人口減少に合った行政組織を工夫していく必要がある 

・人口減は避けられない まずは地元企業の営業を手伝って育成を 

・企業誘致プラス地元企業の流出防止を 

・国で田舎を守る方策を考えてほしい 田舎の企業の賃金を上げる等 

・衰退を心配するより何かを始めようとする人にどんな支援ができるか

わかりやすく PR してほしい 

・固定資産税の入らない空き地を放置しない 特に公共用地 

・耕作放棄地だらけ 空き家の活用はどうするのか  
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参加者意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高校進学や習い事を機に親子で出て行ってしまう 他が良く見える 

・清水町や裾野市等は物価が安く住みやすい 

・西伊豆町は伊豆市に比べて無料のものが多い 

・土肥は通勤するにも修善寺まで 30～40 分かかる 

・高校、大学で他市町他県、そのまま就職の流れを変えなければだめ 

・市内にもっと良い進学校、就職先、総合病院等があれば流出防げる？ 

・船原トンネルが暗い 

・山が荒れて里がせまくなるのでは シカが多すぎる 

・奈良公園を見習って鹿公園を作って餌付けして鹿を上手くつかう 

・病院も店も一つずつ位に減った 銀行や農協を残す方策が必要 

・公共施設や民間施設、事業所が無くなると 高齢者には痛手 

・土肥に住むメリットをつくる 上下水道を安く バスは均一料金等 

・水道料金を上げないでほしい 

・水道事業を民営化しない 外国企業に運営させない 水は命 

・若い人の減少で青年会等の活動が出来ず行事等に影響している 

・お祭りも若い人がいないので実施が難しい 

・消防団も減った 

・伊豆市合併に伴い旧町時代のイベントや集まることが少なくなった 

・昔のように成人式や消防団の出初め式、マラソン大会など土肥独自  

でやり土肥の良さを住民全体で共有したい 

・市全体で考えず、旧町や地区ごとに 

・土肥だけでなく広域で連携を 

・若者の職場を 

・老人ホームでも人手不足 待遇が悪い 

・ショートステイ、デイケアも人手不足で預かる時間が短くなる 

・人口減少に伴い 旅館の従業員確保が出来ない 

・後継者がいない 産業の衰退の原因になっている 

・やっている商店は売上、利益とも少ない 休みもない 

・市、JA などが付加価値の高い商品開発を 

・有能な高齢者層にもっと活躍してほしい 外にでてほしい 

・最近、旅館業は地元の人少ない グループ企業 地元の人はパート 

・たとえ働いたとしてもパート労働 グループ企業いなくなる 

・土肥は外国人には人気？シェアハウスで外国人と関りを持つ 

・IT 関連の外国人に土肥で働いてもらう 週２～３日でも 

・地域に合った企業誘致で市が自立できるようにしてほしい 

・観光以外の働く場所(工業）がないと 人が多く集まらないのでは 

・子供が生まれてこないのは 働く場所 経済力の問題 

・子供の数 １ケタしか産まれていない 
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参加者意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人口減少、少子化を語る前に 結婚問題をもっと重要視したい 

・お嫁さんの着てがない だから子どもが少ない 

・嫁さんが来るような政策を 

・婚活の推進 婚活イベントなどに女子がなかなか来ない 

・結婚奨励金、子育て世代への今以上の手厚い支援をする 

・シングルマザーの移住など何年も前から他所でやっている 遅すぎる 

・今移住者を多く集めているところよりもっと良い支援が必要 

・カンフル剤的経済支援より 子育てなどの問題をひとつずつ解決を 

・子育てしやすいイメージになっていない 

・地域ぐるみの支援体制の構築が必要 

・子供を増やすための国策を 里親制度で環境の良い伊豆市に子どもを 

・土肥小中一貫校上手くいっている 他地域から受け入れる政策を 

・土肥小中一貫校は子ども達にとって素晴らしい教育がなされている 

・小中一貫の良さを売り込む 引佐など外から小中学生受け入れている 

・人口減少は進む 土肥は海を使った観光で 

・人口減少に対し旅館産業は貢献している 

・観光産業の発展なくして人口減少食い止められない 

・もっと観光に特化した町にする 

・観光振興を第１政策に 

・徹底して観光業に力をいれる SNS 映えする施設 職人の誘致 

・富士山と花いっぱい、めずらしい桜がある土肥 中国セレブが来る 

・アジア圏の裕福な人たちに PR する 高い旅館にも泊まる 

・フェリーと土肥桜と温泉 河津桜 あらたなアイデアを 

・カーフェリー 最初は盛り上がっても段々沈静化するのでは 

・カーフェリー利用料金が高い ６５歳以上半額などのサービスを 

・港を改良して 大型クルーズ船が入れるようにする 

・広報活動の充実（市民への周知） 

・土肥の魅力をもっとアピールする 

・遊びではない 開拓精神をもって市役所、議員も一丸となって伊豆市

を売り込む 

・飛騨高山では小学生が修学旅行先で地元のパンフレットを配った 

・（高山）子ども達も観光客を案内する 子どもを含めてまちづくり 

・飛騨高山の町の産業と子どもの教育の実践 見習いたい 

・子ども達にわが町に誇りを持たせることが大事 

・土肥には魅力がある 温泉、海、山もある 土肥はすたれない 

・土肥は観光でがんばる ポジティブに魅力を活かす 

・まちづくりは青年、地域、皆で協力 

・２０年後、この地区に何人いる？まだ別々に動いているのでひとつに
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参加者意見 

 

 

まとまって協力していくことが必要では 

・今現在住んでいる人々がいかに楽しく協力し助け合いながら生きてい

くことを考える 

・人口減少は不可避であることは明確 少ない人口でいかに生活してい

くか考える必要あり 

備 考 欄  
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（別記様式） 

議 会 報 告 会 実 施 報 告 書 

 

実 施 日 令和元年 5 月 24 日（金） 開催時間 19 時 00 分 ～20 時 30 分 

実 施 場 所 生きいきプラザ１F 第 1・2 会議室 参加者数     23 名 

担当班 

（ ２班） 

西島信也 杉山 誠 小長谷朗夫 小長谷順二 

杉山武司 間野みどり 下山祥二 山口 繁 

報 告 内 容 

○平成 31 年度一般会計予算概要説明 

 予算総額 178 億 9,900 万円（前年比 10 億 7,900 万円増） 

【主な事業】 

 ・東京 2020 オリンピックパラリンピック関連事業 

 ・月ヶ瀬ＩＣ 道の駅整備事業 

 ・牧之郷駅周辺整備事業 

 ・新中学校整備事業 

○常任委員会活動報告 

・予算審査の流れ 

 ・審査した主な事業 

 ・主な審査内容 

 ・主な討論、採決結果 

質 問 内 容 

参加者より、一般会計の質問に入る前に聞きたいことがあるとして、

伊豆の国市との廃棄物処理施設に関連する質問があったが、この報告

会の主旨とは異なるとして中断させ、本題に入る。（本件に関する市民

の関心が高いことは理解） 

Q.本予算は、市民負担を以下に減らすかという点に欠如している。人口

動態を見ても転入者より転出者の方が多く、このままだと住みにくい

まちになる。移住政策でひとり親対策があるが、業務委託に 1000 万

円以上支出することになっている。直接転入する補助金は 300 万円、

その 3 倍もかけて委託をするのか？ 

A.ひとり親対策の予算だが、移住定住促進計画に基づき、イベント（説

明会、体験ツアーなど）の実施やその効果測定に関する業務委託、情

報発信を行っていく。 

Q. ひとり親対策で昨年も同じような予算を組んだと思うが効果はどう

だったのか？移住定住政策の予算は？ 

A. ひとり親対策事業の予算は昨年はなかった。移住定住に関してはこれ

までも継続して取り組んでおり 4000 万円超の予算投入をしている。 
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Q.旧八岳小をどのように活用するのか？業務委託をしたということだが

それについて聞かせてほしい。 

A.わさびの郷構想が関係してくると思うが、それに関して昨年度予算を

組んだが、年度内にまとまらず今年度に継続されることになった。 

参加者意見  別紙に記載 

備 考 欄  
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別 紙 

グループ

１ 

・人口減少対策はフューチャーデザイン（将来を見据えた構想）の考えで

計画した方が好い。 

・働き場所がない。法律が壁になっているのか企業が来ない。 

・飯田工業、イハラなどが出て行きそう。それを止めるのが大切。 

・子どもに横浜から帰ってきてもらったが、仕事が定まらず 5 つも変わっ

た。満足度の高い働き場所がないということか。 

・森の力再生事業。山林を活かした方が好い。 

・都市計画の件では戸惑いがある。今まで建ったのに建たない。これまで

と違った法手続きが必要なのか？ 

・建築確認がいるとかいらないとか、消防法の制約などいろいろ大変。 

・林業に希望を見出せるのではないか。 

・林業も好き。IT もかな。いずれにしても食えないと困る。 

・将来的には他の市町との合併もあり得るのでは。 

・おせっかいじいちゃん、ばあちゃんが必要。 

・結婚は楽しい面と辛い面がある。両方経験してじいちゃん、ばあちゃん

がある。苦労しなきゃダメだよ。 

・地元で結婚し、地元で働き、地元で、、、それが理想。 

・地元の子が地元の子と結婚するのが理想。（そんなの無理との意見有） 

・婚活の充実が必要 

・女性の社会進出が進み結婚をしなくても良いと考える人もいてそれが少

子化につながっているのでは。 

・バス会社は企業努力をしていない。 

・山間部、わさび、農業に魅力を感じていたのにキャパシティが少ない。 

・伊豆の自然に憧れてきたのに、、、、（期待外れということか） 

・移住してきた人が一気に 3 人議員になったりと、そういうことを可能に

する魅力あるまちがある。 

・もう少し女性議員が増えることにより、議会も行政も変わると思う。 

・高齢者が増え、行政の手続き関係の書類の記入が煩わしい、困っている

という人が多くなっている。 

・コンパクトシティの考え方は人口 20 万は必要ではないか。 
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グループ

２ 

・伊豆市から出て行った学生を呼び戻す施策が必要。 

・地域力を高めるための福祉向上 

・母子家庭の移住促進策の考え方は好い。コンサルタントは不要。補助金

政策をしっかり作りホームページで魅力発信。 

・入学時の給付金、小学校 5 万円、中学校 8 万円の創設。（所得制限有） 

・伊豆市に合った企業誘致を促進。 

・転出者を減らす施策をしっかりと。 

・広報伊豆で人口対策特集を頻繁に組むべき。 

・給食無料化 

・第 3 子以上について給付金の増額 

・人口減少が将来の市にとってどういうことになるのか真剣に考えるべ

き。 

・広く平らな場所をつくって企業誘致 

・焼却炉予算が過大である。 

・ごみ処理能力は人口減少を織り込んだ設定になっているのか。 

・移住・定住施策ばかりでなく U ターン施策を考えるべき 

・企業誘致に関して中長期政策がない。IT 企業に限定しないで誘致策を考

えるべきだ。 

・人口減少しているなかで、総投資額の長期的負担の推移、借入金の推移

などやそれらの対応策についてしっかり住民に公開すべきだ。 

・様々な事業で業務委託が多い。 

・市民で優れた人（企業退職者、大学教授等）を集めて委員会をつくり、

「案」を作成する。コンサル会社は二の次にすべき。 

・若い母親から公園の要望が強い。子ども食堂、みんなの食堂なども。 

 

グループ

３ 

・もっと若い世代の声を拾った方が好い。 

・市民の声が届きにくくなっているのではないか。 

・市に広報課のような情報発信専門の部署が欲しい。 

・市長の熱意はどこに向かっているのか。何を目指しているのかさっぱり

わからない。 

・これといった市の特性、特長、特色といったものが見られず、魅力のな

いまちでしかない。 

・地方新聞の記事を見ると、伊東や熱海に比べて伊豆市は圧倒的に少ない。

発信する材料がそもそも少ないのか、発信が下手なのか。 

・伊豆市の魅力を発信している市民が少ない。 

・市の魅力は一杯あると思うが、それをうまく伝える市の情報発信力が劣

っている。 
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・他市町より税金が高いのではないか。 

・地域おこし協力隊が定住しないのはどういうことか？国の交付金のみの

事業となっているのが原因ではないか。 

・「ふぁみりいず」に携わったが、何のためにつくっているのか？誰に向か

って作っているのか？こういうのを作ってるというアリバイ作りにしか

思えない。 

・子どもが遊べる公園がない。（公園の条件として遊具があることというの

がかなり大切なポイントで複数意見出た） 

・遊ぶ子どもが少ないため都会に移りたいと思っている。 

・人口減少対策は子どものことばかりでなく、お年寄りにも目を向けるべ

きだ。安心して最期を迎えることができる、、、ということがあっても良

い。 

・交通網の整備不足。道路が狭い、公共交通機関が少ない。 

・スーパーが近くになくて住みにくい。 

・伊豆市の玄関口である修善寺駅前は、市民にしても観光客にしても賑わ

い感がない。 

・子どもはみな地域から出て行ってしまっている。そして戻らない。 

・魅力的な働き場所がない。 

・フリースクール、公でフォローすべき。 

・優秀な職員がいるが、そういう人たちの個別対応で行政サービスが行わ

れており、異動で担当が替わるとまた一からやり直しというようなケー

スがあった。組織的な対応が出来ていないということか。 

 

グループ

４ 

・「働き場所がない」「買い物ができない」「バスが不便」「病院がない」な

どとても住みにくい。 

・若い人が働く場所がない。 

・都会から子育てのために移住された方々を大切にすべき。 

・ハザードマップが配布され心配だ。 

・温泉場も観光客は増えているが暮らすには不便。 

・ごみ処理などの規則が厳しい。 

・温泉場は閉店する商店が多いため、そこに暮らす人たちは買い物難民で

す。 

・台風が来ると被害が心配。 

・子育て支援策の発信が弱い。 

・空き家対策を 

・議員として人口対策をしてほしい。 

・人口増のために思い切った施策を議会で統一して出し、市政に提案して
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ほしい。 

・中学校のスクールバスは必要。 

・大きな病院を作って（日赤を大きくしても良い）雇用を増やす。 

・東京へ通勤することも可能（それをウリにして移住を勧めるということ

か） 

・商品を車に積んで回る。便利になって定住が増える。（移動購売車？） 

・移住・定住促進に何でひとり親？家族で住みやすい環境を作るべき。 

・観光優先で地元民にやさしくない。（道がボコボコ） 

・水恋鳥広場などをもっと充実して地元にお金を落としてほしい。 

・市のホームページをもっと見やすくして、アクセス数を増やし、魅力を

発信して定住を促す。 

・保育園にすぐ入れることをアピールして定住者を増やす。 

・南伊豆町のように東京の老人ホームを建てたら。 

・IT 企業を誘致して、在宅ワークを増やして定住者を増やす。 

・旅館の労働条件を改善して働きやすくして移住を増やす。 
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「議会報告会」アンケート結果集計表（5/20 中伊豆地区） 

 

Ｑ１ あなたの性別・年代について 

性別 ・男 性 1人    ・女 性  人     ・記載なし 1人 

年代 
～１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７0代～ 記載なし 

０人 0人 ０人 ０人 ０人 1人 1人 0人 

 

Ｑ２ 本日の「議会報告会」の開催について、何でお知りになりましたか（複数回答有） 

① 議会だより 1人 ② 市議会ホームページ 0人 

③ FM IS 0 人 ④ SNS 0 人 

⑤ 新聞 1人 ⑥ 知人から聞いた 0人 

⑦ 議員から聞いた 0人 ⑧ 回覧ちらし 0人 

⑨ その他 0人 ➉ 記載なし 0人 

    

Ｑ３ 「議会報告会」の開催時間はいかがですか 

① 午前がよい 0人 ② 午後がよい 0人 

③ 今回の時間帯でよい 2人 ④ 記載なし 0人 

          

Ｑ４ 「議会報告会」の開催曜日はいかがですか 

① 平日がよい 2人 ② 土曜・日曜・祝日がよい 0人 

③ いつでもよい 0人 ④ 記載なし 0人 

       

Ｑ５ 平成３０年度一般会計予算の報告について 

① 評価する 2人 ② どちらとも言えない 0人 

③ 評価しない 0人 ④ その他 0人 

⑤ 記載なし 0人   

 

Ｑ６ 参加したワークショップについて  

① 評価する 2人 ② どちらとも言えない 0人 

③ 評価しない 0人 ④ その他 0人 

⑤ 記載なし 0人   

 

Ｑ７ どのようなテーマに関心がありますか 

 

 

 

・どのように市民の心をつかんでいくか。多くの事に関心があります。 
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Ｑ８ 「議会報告会」に参加してのご意見・ご感想をお聞かせください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ９ その他、市議会についてご意見・ご要望等がございましたら、ご自由にお書きください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参加者 4名（男 1名、女  名）、アンケート提出者 2名 

  

・議会として、どう働きかけていくかを聞くことができれば良いと思います。 

 

・本日は、はじめて中伊豆地区に参加させていただきました。4人と少なかったですが、

中伊豆の方の意見を聞くことができ、私としては良かったと思います。議員の皆様、ます

ますご活躍ください。 
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「議会報告会」アンケート結果集計表（5/21 天城湯ヶ島地区） 

 

Ｑ１ あなたの性別・年代について 

性別 ・男 性 6人    ・女 性 1人     ・記載なし 1人 

年代 
～１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７0代～ 記載なし 

０人 0人 1人 ０人 2人 1人 4人 0人 

 

Ｑ２ 本日の「議会報告会」の開催について、何でお知りになりましたか（複数回答有） 

① 議会だより 1人 ② 市議会ホームページ 0人 

③ FM IS 0 人 ④ SNS 1 人 

⑤ 新聞 0人 ⑥ 知人から聞いた 0人 

⑦ 議員から聞いた 1人 ⑧ 回覧ちらし 6人 

⑨ その他 0人 ⑩ 記載なし 0人 

 

Ｑ３ 「議会報告会」の開催時間はいかがですか 

① 午前がよい 0人 ② 午後がよい 1人 

③ 今回の時間帯でよい 7人 ④ 記載なし 0人 

          

Ｑ４ 「議会報告会」の開催曜日はいかがですか 

① 平日がよい 2人 ② 土曜・日曜・祝日がよい 1人 

③ いつでもよい 5人 ④ 記載なし 0人 

       

Ｑ５ 平成 31年度一般会計予算の報告について 

① 評価する 3人 ② どちらとも言えない 3人 

③ 評価しない 0人 ④ その他（179億円という

多額の予算について、内容を

もっと丁寧に説明してほし

かった） 

1人 

⑤ 記載なし 1人   

 

Ｑ６ 参加したワークショップについて  

① 評価する 3人 ② どちらとも言えない 2人 

③ 評価しない 1人 ④ その他 0人 

⑤ 記載なし 2人   
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Ｑ７ どのようなテーマに関心がありますか 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ８ 「議会報告会」に参加してのご意見・ご感想をお聞かせください 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ９ その他、市議会についてご意見・ご要望等がございましたら、ご自由にお書きください 

 

 

 

 

 

 

 

※参加者 9名（男 7名、女 2名）、アンケート提出者 8名 

  

・生活環境、仕事 

・時間をもっと長く 

・若者の定住 

・東京オリンピックのことで今年は一年盛り上がるかと思いますが、オリンピック後、ど

のような伊豆市にしていくのか。 

・多くの市民に参加してもらいたい。 

・議員さんの個人の意見も聞きたい。 

・参加者数少数のため参加者を集めることを考える。 

・すごく沢山の事業を審議されていることを知れたのはよかったです。お疲れさまでした。 

 

・人口が減るのに、大きな予算を組んで、後の世代につけを残したくない。 
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「議会報告会」アンケート結果集計表（5/23 土肥地区） 

 

Ｑ１ あなたの性別・年代について 

性別 ・男 性 17人    ・女 性 3人     ・記載なし 10人 

年代 
～１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７0代～ 記載なし 

０人 0人 ０人 4人 12人 8人 6人 0人 

 

Ｑ２ 本日の「議会報告会」の開催について、何でお知りになりましたか（複数回答有） 

① 議会だより 4人 ② 市議会ホームページ 0人 

③ FM IS 1 人 ④ SNS 1 人 

⑤ 新聞 1人 ⑥ 知人から聞いた 11人 

⑦ 議員から聞いた 15人 ⑧ 回覧ちらし 2人 

⑨ その他 0人 ➉ 記載なし 0人 

 

Ｑ３ 「議会報告会」の開催時間はいかがですか 

① 午前がよい 0人 ② 午後がよい 2人 

③ 今回の時間帯でよい 28人 ④ 記載なし 0人 

          

Ｑ４ 「議会報告会」の開催曜日はいかがですか 

① 平日がよい 19人 ② 土曜・日曜・祝日がよい 2人 

③ いつでもよい 8人 ④ 記載なし 0人 

       

Ｑ５ 平成３1年度一般会計予算の報告について 

① 評価する 13人 ② どちらとも言えない 16人 

③ 評価しない 0人 ④ その他 0人 

⑤ 記載なし 1人   

 

Ｑ６ 参加したワークショップについて  

① 評価する 16人 ② どちらとも言えない 10人 

③ 評価しない 0人 ④ その他 

（もう少し（テーマを）しぼ

りたい） 

1人 

⑤ 記載なし 3人   
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Ｑ7 どのようなテーマに関心がありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ8 「議会報告会」に参加してのご意見・ご感想をお聞かせください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ9 その他、市議会についてご意見・ご要望等がございましたら、ご自由にお書きください 

 

 

 

 

 

 

 

※参加者31名（男 17名、女 3名）、アンケート提出者 30名  

・少子化、老人問題（交通、健康等） 

・今回テーマが？もう少し小さなことからと思える 

・参考になるテーマでよかった 

・土肥の観光、教育 

・人口減少 

・住みたいまちづくり 

・少子化と働く場所がない 

・議会、議員の在り方。 

・少子化 

・特になし 

・ご苦労様です。皆で力を合わせて、伊豆を盛り上げていきましょう。 

・ワークショップで色々な問題点や要望など書いたり、話し合っても実際市政に反映され

ている気がしない。一般財政を見直し、ターゲットをしぼって問題解決にあててほしい。 

・市の行政について、勉強になりました。多くの議員さんが出席されてよかったと思いま

す。 

・意見を反映して、具体的に対策してもらいたい。 

・また次も参加したいと思いました。 

・考える機会としてよかった。 

・「議会だより」で議会の大筋は知れるのでもう少し詳細報告をしてほしい。 

・初めて参加しました。参加された方々が伊豆について本当に考えていることに気付いた。 

・good！ 

・有意義な討論 

・他の市町から羨ましく思える様な方策を立て、メディアなどや SNS でも取り上げられ

る仕事を議員の皆様に期待します。 

・たまには土肥で議会を開会してください。 

・期待しています。 

・ふるさと納税の件で協力願いたい。また相談に伺います。 
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「議会報告会」アンケート結果集計表（5/24 修善寺地区） 

 

Ｑ１ あなたの性別・年代について 

性別 ・男 性 11人    ・女 性 6人     ・記載なし 5人 

年代 
～１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７0代～ 記載なし 

０人 0人 ０人 2人 1人 8人 9人 2人 

 

Ｑ２ 本日の「議会報告会」の開催について、何でお知りになりましたか（複数回答有） 

① 議会だより 5人 ② 市議会ホームページ 1人 

③ FM IS 1 人 ④ SNS 0 人 

⑤ 新聞 8人 ⑥ 知人から聞いた 6人 

⑦ 議員から聞いた 3人 ⑧ 回覧ちらし 1人 

⑨ その他 0人 ⑩ 記載なし 0人 

 

Ｑ３ 「議会報告会」の開催時間はいかがですか 

① 午前がよい 0人 ② 午後がよい 2人 

③ 今回の時間帯でよい 20人 ④ 記載なし 0人 

 

Ｑ４ 「議会報告会」の開催曜日はいかがですか 

① 平日がよい 8人 ② 土曜・日曜・祝日がよい 3人 

③ いつでもよい 8人 ④ 記載なし 3人 

 

Ｑ５ 平成 31年度一般会計予算の報告について 

① 評価する 4人 ② どちらとも言えない 11人 

③ 評価しない 1人 ④ その他 4人 

⑤ 記載なし 2人   

④その他 

・もう少し時間をとってほしい（開始時間を早めるなど） 

・内容がわからない 

・よく判らない 

・人口対策費用が少ない 

 

Ｑ６ 参加したワークショップについて  

① 評価する 11人 ② どちらとも言えない 5人 

③ 評価しない 2人 ④ その他 0人 

⑤ 記載なし 4人   
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Ｑ７ どのようなテーマに関心がありますか 

 

Ｑ８ 「議会報告会」に参加してのご意見・ご感想をお聞かせください 

 

・教育、子育て 

・財政、人口減少→投資と予算の適切化 

・町づくり、子育て 

・開発行為 

・人口増の施策 

 ①企業誘致（工業団地、伊豆鹿のペット食糧化⇒ユニ・チャーム等の誘致他） 

 ②市民墓地→老人誘致、老人も人口増の大きな力となる 

・焼却炉 

・人口減少 

・老人生活のサポート 

・人口増加のため 

・雇用、交通の便、焦点を増やす 

・少子化と福祉、貧困問題（子ども6人に１人が貧困） 

・市の方向性が見えない 

・人口対策／高齢者にやさしい町づくり 

・議員さんと話すことができてよかったです。まだ話したい事ある 

・このような会を開催していただいたことに感謝します。 

・一般質問の場、私自身も色々、勉強になるので、できるだけ時間をとってほしいなあと思

いました。（様々な専門の方が知らない情報を下さるので） 

・がやがやして話しづらいが、いい雰囲気 

・一般市民のアイディアを参考に、政策を考えること。 

・ワークショップのまとめは簡潔にした方がよい 

・個人的意見の発言、質疑が多い→別の時間に 

・テーマをはっきりして、個人の意見の調整を 

・テーマに対しての意見を出させるリーダーがいない（一つのことに長い時間をかけている） 
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Ｑ９ その他、市議会についてご意見・ご要望等がございましたら、ご自由にお書きください 

 

 

※参加者23名（男11名、女6名）、アンケート提出者22名 

 

・すべての事に是々非々を明確にし税金の無駄遣いをなくすこと 

 コンサルタント等は極力少なくし行政、議員、市民の知恵や意見をフル活用すること 

・年に何回市民とふれあう会を設けているか知りませんが、３～４か月に1回等、意見を

交換する場を設けてほしい。（現在の伊豆市の状況を知るのに、市議会の会場へ足を運ぶ

ことは難しく、HPの書類にすべて目を通すことも難しいので） 

・小学校についても討論を 

・健全な財政が伊豆市発展の基礎です。無駄遣いをやめて、効果のある政策を。 

・議員らしからぬ人がいた。 

・もっと見やすい、楽しい議会だよりを 

（イラストと議員の顔や会場だけでない写真を多用） 


